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国
会
議
員
の
特
権
と
認
識
さ
れ
か
ね
な
い
国
会
議
員
宿
舎
や
各
種
手
当
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質

問
主
意
書

一

昨
年
四
月
一
日
よ
り
入
居
可
能
と
な
っ
た
港
区
赤
坂
に
あ
る
国
会
議
員
宿
舎
（
以
下
、
「
赤
坂
宿
舎
」
と
い
う
。
）
の
実

際
の
入
居
状
況
に
つ
き
、
昨
年
四
月
二
十
三
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
に
お
け
る
鬼
塚
衆
議
院
事
務

局
事
務
次
長
の
答
弁
に
よ
る
と
、
自
由
民
主
党
百
九
十
一
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
七
十
一
、
公
明
党
十
九
、
日
本
共
産

党
六
、
社
会
民
主
党
・
市
民
連
合
四
、
国
民
新
党
・
無
所
属
の
会
三
、
無
所
属
六
、
計
三
百
戸
の
割
当
と
な
っ
て
お
り
、
同

年
四
月
二
十
二
日
現
在
、
入
居
希
望
者
数
百
八
十
四
名
、
実
際
の
入
居
者
数
は
三
十
五
名
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

本
年
六
月
十
三
日
現
在
、
「
赤
坂
宿
舎
」
の
各
会
派
別
の
実
際
の
入
居
者
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
政
府
は
承
知
し
て
い
る

か
。

二

「
赤
坂
宿
舎
」
の
賃
料
は
九
万
二
千
円
で
、
港
区
赤
坂
と
い
う
土
地
柄
、
ま
た
「
赤
坂
宿
舎
」
の
豪
勢
さ
か
ら
み
て
も
不

釣
り
合
い
で
あ
る
と
の
批
判
が
当
初
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
種
々
見
直
し
が
な
さ
れ
て
き
た

も
の
と
承
知
す
る
が
、
現
在
「
赤
坂
宿
舎
」
の
賃
料
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
か
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
赤
坂
宿
舎
」
の
賃
料
は
、
社
会
通
念
、
一
般
の
相
場
に
照
ら
し
て
安
す
ぎ
な
い
か
。
政
府
の
率
直
な
感
想
、
認
識
を
示

一



さ
れ
た
い
。

四

「
赤
坂
宿
舎
」
の
建
設
費
並
び
に
年
間
維
持
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

五

衆
参
両
院
の
国
会
議
員
全
員
に
対
し
て
、
毎
月
百
万
円
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
（
以
下
、
「
文
通
費
」
と
い
う
。
）
が

支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
「
文
通
費
」
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
毎
月
百
万
円
と
い
う
支
給
額
は
多
す
ぎ
な
い
か
。
政
府
の
率
直
な

感
想
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

六

「
文
通
費
」
に
は
精
算
の
義
務
が
な
く
、
ま
た
使
途
を
後
に
報
告
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
名
称
は
「
文

書
通
信
交
通
滞
在
費
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
文
書
通
信
費
、
交
通
費
、
ま
た
は
宿
泊
等
の
滞
在
費
用
と
し
て
使
用
し

た
か
ど
う
か
を
証
明
す
る
こ
と
は
一
切
義
務
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
渡
し
き
り
の
お
金
が
毎
月
国
会
議
員
全
員
に
一

人
当
た
り
百
万
円
も
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
政
府
、
特
に
財
務
省
の
率
直
な
感
想
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

七

現
在
政
府
、
特
に
財
務
省
に
お
い
て
は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を
徹
底
し
て
な
く
し
、
先
進
国
で
も
類
の
な
い
赤
字
を
抱
え

る
我
が
国
の
財
政
を
再
建
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

八

財
政
再
建
を
進
め
て
い
る
政
府
と
し
て
、
「
赤
坂
宿
舎
」
の
賃
料
や
「
文
通
費
」
の
支
給
額
の
様
に
、
国
民
か
ら
見
て
国

会
議
員
の
特
権
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。
「
赤
坂
宿
舎
」
と

二



「
文
通
費
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
取
り
決
め
が
な
さ
れ
、
政
府
が
直
接
そ
の
決
定
に

関
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
衆
議
院
は
じ
め
国
の
機
関
か
ら
予
算
の
概
算
要
求
を
受
け
、
国
家

予
算
の
最
終
的
な
決
定
を
下
す
の
は
、
あ
く
ま
で
も
政
府
、
特
に
財
務
省
で
あ
る
。
「
赤
坂
宿
舎
」
及
び
「
文
通
費
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
適
切
な
も
の
か
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
政
府
、
特
に
財
務
省
の
率
直
な
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


